
ボーリング柱状図

調 査 名 平成 2 8年度　主要管路耐震化事業　千年地区地質調査業務

事業・工事名 主 要 管 路 耐 震 化 事 業

ボーリング名 B r  N o . 1 調査位置 弘 前 市 大 字 千 年 地 内 北 緯 4 0 ﾟ  3 4 '  0 0 . 1 "

東 経 1 4 0 ﾟ  2 8 '  5 0 . 7 "発 注 機 関 弘 前 市 上 下 水 道 部 調査期間 平成 28年 11月 26日 ～ 28年 11月 29日

調 査 業 者 名
株式会社　青林建設コンサルタント

電話 ( 0 1 7 2 - 3 6 - 6 1 7 3 )
主任技師 早 川 　 林 蔵

現 場
代 理 人

宮 崎 　 晋 司
コ ア
鑑 定 者

下 山 　 豊 臣
ボｰリング
責 任 者

下 山 　 豊 臣
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ボーリング柱状図

調 査 名 平成 2 8年度　主要管路耐震化事業　千年地区地質調査業務

事業・工事名 主 要 管 路 耐 震 化 事 業

ボーリング名 B r  N o . 2 調査位置 弘 前 市 大 字 千 年 地 内 北 緯 4 0 ﾟ  3 4 '  0 1 . 0 "

東 経 1 4 0 ﾟ  2 8 '  5 2 . 5 "発 注 機 関 弘 前 市 上 下 水 道 部 調査期間 平成 28年 11月 21日 ～ 28年 11月 25日

調 査 業 者 名
株式会社　青林建設コンサルタント

電話 ( 0 1 7 2 - 3 6 - 6 1 7 3 )
主任技師 早 川 　 林 蔵

現 場
代 理 人

宮 崎 　 晋 司
コ ア
鑑 定 者

下 山 　 豊 臣
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砂混じ
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φ10～30mmの亜円～亜角礫を主体
マトリクスは細中砂
φmax=50mm前後の亜角礫を点在
3.70～4.00m間、φ300mmの玉石を点
在
全体に不均一
若干、細粒分を混入
下部は礫分の混入が少ない
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